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功労・功績功労・功績ををたたえてたたえて

　
昭
和
50
年
、
湯
沢
市
消
防
団
に
入
団
。
班
長
、
部
長
、
副

分
団
長
、
分
団
長
、
副
団
長
を
歴
任
。
令
和
２
年
か
ら
退
団

さ
れ
る
令
和
７
年
ま
で
団
長
と
し
て
訓
練
や
士
気
高
揚
に
努

め
、
時
代
に
即
し
た
消
防
団
組
織
を
構
築
。
災
害
現
場
に
お

い
て
も
指
揮
統
率
に
当
た
り
地
域
の
安
全
・
安
心
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

佐
さ

藤
とう

 孝
たか

吉
よし

 氏（69）
「光栄な章をいただき、ありがた
く思っております。多くの皆さま
からご指導ご協力をいただいた
おかげと、深く感謝いたします」

春
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章 

【
消
防
功
労
】

元湯沢市消防団長

　
昭
和
51
年
、
雄
勝
町
消
防
団
に
入
団
。
班
長
、
部
長
、
副

分
団
長
、
分
団
長
を
歴
任
。
平
成
31
年
か
ら
退
団
さ
れ
る
令

和
７
年
ま
で
副
団
長
と
し
て
任
務
の
遂
行
と
地
域
防
災
に
尽

力
し
、
訓
練
や
災
害
現
場
で
の
指
揮
統
率
の
ほ
か
、
地
域
の

安
心
・
安
全
と
災
害
防
止
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

阿
あ

部
べ

 千
ち

代
よ

志
し

 氏（70）
「職場と家族の支えがあって、こ
こまで活動を続けてくることが
できました。名誉ある章をいただ
き、ありがたく思っております」

春
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章 

【
消
防
功
労
】

元湯沢市消防団副団長

　
昭
和
53
年
か
ら
41
年
の
長
き
に
わ
た
り
習
得
し
た
消
防
知
識
、

技
能
と
経
験
を
駆
使
し
て
地
域
防
災
力
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
常
に
自
己
研
鑽
を
積
む
と
と
も
に
率
先
し
て
職
務
の

遂
行
に
当
た
り
広
域
消
防
を
牽
引
し
、
消
防
業
務
の
発
展
、
関
係

官
公
庁
や
地
域
消
防
団
と
の
連
携
強
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

武
たけ

石
いし

 稔
みのる

 氏（66）
「支えてくださった皆さまのおかげ
で受章することができました。今
後も地域の防災の支えとなる活動
をしていきたいと思っております」

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章 

【
消
防
功
労
】

元湯沢雄勝広域市町村圏組合
消防司令長

　
昭
和
三
十
七
年
に
教
職
に
就
き
、
中
山
小
学
校
長
、
横
堀
小
学

校
長
に
加
え
、
秋
田
県
教
育
庁
南
教
育
事
務
所
や
同
事
務
所
雄
勝

出
張
所
に
て
社
会
教
育
主
事
を
歴
任
。児
童
・
生
徒
の
立
場
に
立
っ

て
学
習
意
欲
を
高
め
る
指
導
を
行
う
な
ど
、
学
校
教
育
・
社
会
教

育
の
振
興
、
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

髙
たかはし

橋 弘
ひろし

 氏（88）
「この章をいただけたのも、職場
の方々のご支援とご指導のおかげ
だと思っています。光栄な章をい
ただき、心より感謝申し上げます」

高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章 

【
教
育
功
労
】


